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要旨 

本研究ではダイバーシティ経営推進のためのマネジメント・コントロール・システム（MCS）

デザインの構築とそれをもとにした企業事例の分析を行っている。近年、多くの企業におい

て多様な人材の能力や特性をいかに活用し、企業価値の創造に繋げるかが共通の経営課題

とされている。多様な人材を活かす経営を行うためには、人事管理システムのみならず包括

的な視点が求められる。そこで本研究は、従業員の行動や活動を方向づけるための様々な

MCS に着目した。Malmi and Brown（2008）の 5つのコントロール（文化、計画、サイバネ

ティック、報酬および管理）から成るフレームワークをもとに、経済産業省が公表した「ダ

イバーシティ 2.0 行動ガイドライン」の項目を整理し、ダイバーシティ経営推進のための

MCS デザインを構築した。さらに、構築した MCS のデザインと項目について、その有効性を

検討するため、「新・ダイバーシティ経営企業 100 選」に選定された企業 2社の文献調査と

インタビュー調査を行った。その結果、すべての MCS において各社の取り組みが見られる

が、報酬コントロールや管理コントロールについては、その取り組みのレベルが異なってい

ることが明らかになった。また、今後の展望として、分析で見られた同異の原因は何かを考

察し、MCS デザインや質問票の有効性について検討する必要を示した。 
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